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1. はじめに 

道路における施設破損や不法投棄などに対応する

道路維持管理業務（以下「管理業務」と言う）は，

京都府の土木事務所（以下「土木事務所」と言う）

が担当する住民サービスの中でも重要なものの 1 つ

であり，京都府全体で年間数千件から一万件に及ぶ

案件に対応していると推定される．その事務処理の

迅速化，効果的な効率化などの業務改善は大きな課

題である． 

土木事務所では，従来の紙の書類による事務処理

に代えて，Excel/Access を一部導入し，業務改善を

試みてきた[1]．しかしながら，管理業務上重要であ

る位置情報は道路台帳附図や市販住宅地図のページ

番号・セル番号を用いて管理しており，地域ごとの

特性をつかみ難く，住所などの場所特定作業が担当

者の負担となっている．加えて，維持修繕作業委託

業者（以下「委託業者」）への作業依頼時に住宅地図

をコピーすると著作権上の問題が発生する恐れがあ

る．更に，当該土木事務所以外との，迅速かつ正確

な位置情報共有は困難な状況である．  

この状況を打破するため， Web 上で案件を管理す

る道路管理支援システム“京都道守くん（きょうと

みちもりくん）”を開発した．本システムは PBL 

(Project Based Learning)の一環として，学生のみ

により仕様検討・設計・開発・導入を進めている． 

本稿では“京都道守くん”の開発及びその機能に

ついて報告する． 

 
2. 現状の課題 

 設計に際して，現在の土木事務所の業務フローを

調査した．その結果，以下の様にいくつかのプロセ

スに分解して業務フローを明確化した（表 1）． 

表 1：現状の業務フロー 

 
表１より現状の課題は以下の点である． 

1)住宅地図などで位置確認，デジカメ画像印刷，報

告書作成など様々な作業が一元化されていない． 

2)委託業者へ FAX やメールで処理依頼するのであれ

ば，迅速かつ正確に位置を知らせられない． 

これら 2 つの問題を解決するため，“京都道守くん”

を設計・開発した． 

 
3. 京都道守くん 

道路管理支援システム“京都道守くん”の特徴を

述べる． 
 
3.1. 機能 

①Google Maps を活用した Web-GIS による案件の視

覚化（図 1） 

②キーワード・日付を元にした案件の検索機能 

③案件の変更履歴管理機能 

④外部からもアクセスが可能 

⑤携帯電話からのコメント付き写真送信 

⑥Web メールを用いた委託業者への作業依頼 

（Google Maps の URL 送信） 

⑦PDF による案件・現場写真の印刷機能 
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プロセス１
案件発見

①住民通報や職員巡視により，道路施設破損など

　対応すべき案件を発見

プロセス２
現場調査

②案件位置特定（破損箇所、住所・隣接目標建物等確）
③延長など現場状況調査
③処理の必要性・緊急性の有無の判断

プロセス３
現場状況の情報
化（記録）

④現地にて，現場調査結果を紙ベースでメモ（記録）

 （デジカメによる現場状況も画像情報化し記録）

プロセス４
報告書・処理依
頼書作成
（現場記録のド
キュメント化）

⑤該当する位置を道路台帳附図や住宅地図で確定
⑥確定箇所の道路台帳附図をコピー．市販住宅地図
　利用の場合はページ番号，セル番号などを記録．

⑦現場で記録された情報や住宅地図のページ番号，
　セル番号を、Excel/Accessシステムに入力．

プロセス５
上司への報告

⑧Excel/Accessシステムの報告書印刷機能で印刷，

　デジカメ画像の印刷・道路台帳附図コピーと併せ
　て，上司報告．

プロセス６
委託業者に依頼

⑨依頼書（デジカメ画像・道路台帳附図含む）を印刷
　またはPDF化し，FAX・メールで依頼．
　場合によっては，対面手渡し・電話依頼．

プロセス７
後事務

⑩上司報告後、同一案件で追記すべき事案が発生した
　場合は報告書に手書きで追記
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図 1：GIS 上で管理されている案件の情報 

 

3.2. 利用手順 

 以下に，本システム導入後の業務フローを示す（表

2）．表 1 と比較すると，プロセス 4 以降の業務プロ

セスに変化が見られることがわかる． 

 

表 2：“京都道守くん”導入後の業務フロー 

 
3.3. 導入効果 

 表 1 と表 2 を比較し，導入後のメリットをプロセ

ス毎にまとめると以下の表 3 のようになる．またこ

れら以外にも，次のようなメリットが考えられる． 

①ペーパーレス化 

 省スペース化と併せて，多年度の位置情報も含め

た案件情報の DB 化が可能となる． 

②DB を活用したデータマイニングにより、対症療法

型維持管理から予防保全型維持管理が可能となる． 

また，実際にサンプルデータを用いて評価を行った

結果，プロセス 4以降の所要時間が 2割程度削減さ

れており，これは主に，地図の取り出し，複写など，

席を立って作業をする部分が削除された効果が大き

い． 

 

表 3：“京都道守くん”の導入効果 

 

4. おわりに 

 今後，本システムの社会実験を行い，業務改善効

果を検証したい．また，本システムは，現場での実

用に十分耐える設計を行っているが，長期的あるい

は全庁での利用には，京都府統合型 GIS との連携が

不可避と考える．更に，道路管理業務には，昨年度

開発した“中丹安心くん[2]”のような災害時の道路

管理業務のほか，種々の道路管理に関する業務が存

在する．利用者である土木事務所職員が，これらの

複数の業務を如何にシームレスに利用できるかが今

後の課題である[3]．また，本システムの導入によっ

て，苦情などの案件情報を蓄積してデータマイニン

グを行うことによって，従来の受身で対症療法型維

持管理から一歩進んで，予防保全型維持管理を行う

ことも視野に入るものと考えており，更なるシステ

ムの改良を進めて行きたい． 

 本 PBL の実施に際して，ご協力・ご理解をいただ

いた，京都府山城広域振興局・中丹広域振興局各位，

京都府庁土木担当各位，企画環境部 IT 政策監関係各

位に深謝いたします． 

 
参考文献 

[1] 寺田守正，“道路管理を科学する”，国土交通省

近畿地方整備局管内技術研究発表会，2003 

[2] 井上明他，“ウェブを活用した災害初期対応シス

テム”，情報処理学会第 68 回全国大会，

1E-8,2006 年 3 月 

[3] 中村喜輝他，“地図を用いた災害発生初期段階に

おける情報共有システム”，FIT2006（第 5 回情

報科学技術フォーラム），0-014，2006 年 9 月 

案件一覧表

日付検索

キーワード検索

案件簡易表示

新規登録 CSV出力

ズームイン・
ズームアウト

地図上の案件

プロセス１
案件発見

顕著な効果は見られない

プロセス２
現場調査

顕著な効果は見られない

プロセス３
現場状況の情報
化（記録）

現場から画像情報での第一報報告が可能となる．
プロセス４のデータ入力作業の一部が簡素化可能となる．

プロセス４
報告書・処理依
頼書作成
（現場記録のド
キュメント化）

著作権に配慮しながらの作業が可能となる．
全ての作業の一元化が可能．
　一件あたりの処理の効率化は小さいが全件数
　ベースでは大きい．

プロセス５
上司への報告

全ての作業の一元化が可能．
　一件あたりの処理の効率化は小さいが全件数
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プロセス６
委託業者に依頼

重要な位置情報が，著作権に配慮し，
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作業依頼が自動的に記録される．
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後事務

今までの手書き追記情報も一元管理が可能
　案件処理の経過確認が簡単で確実に行えることになり，

　より適切な業務が可能となる．

プロセス１
案件発見

①住民通報や職員巡視により，道路施設破損など
　対応すべき案件を発見

プロセス２
現場調査

②案件位置特定（破損箇所、住所・隣接目標建物等確）
③延長など現場状況調査
③処理の必要性・緊急性の有無の判断

プロセス３
現場状況の情報
化（記録）

④現地にて，現場調査結果を紙ベースでメモ（記録）
　カメラ付き携帯電話を活用し撮影画像を
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プロセス５
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⑦メール送信機能で依頼．
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⑧上司報告後、同一案件で追記すべき事案が発生した
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